
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんばる担い手農家のご紹介!!  

近年水田園芸による県内農業者の所得増大に向けて、「ふくい農業応援プログラム」による費用助成や平成 27 年

より経済連が開始した契約キャベツの買取など大変注目が集まっています。そんな中、今回はＪＡたんなん管内今

立地区で水田園芸を活発に取り組まれている認定農業者の永木良和さんを取材しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水田園芸への取り組み、きっかけ 

48 歳で仕事をやめ、本格的に就農。もともと水稲 4 町（転作 1.5 町）を作付しており、ゆくゆくは大規模農業に

していきたいという思いで、周囲からの作業委託を請け負い、ＴＡＣや普及員の方々と相談しながら就農初年度よ

りキャベツ、翌年度にはネギを栽培するに至りました。 

キャベツ栽培初年度は、園芸機械を一切保有しておらず、また県下でも当時は今ほど水田園芸への取り組みも活

発ではなかったため、防除は田植機を使って行いました。その翌年から県の大規模園芸補助事業を活用し、徐々に

園芸用機械を揃えていきました。 

 

一番左がＴＡＣの山田主任、左から二番目が永木氏 

　　　認定農業者　　永木良和　氏

●就農（専従）
●作業員数
●事業内容 水稲 18町
　　　（H29年） 麦 4.5町

そば 8町
ネギ 1.2町

キャベツ 3.5町

●保有機械 トラクター 畝立機
　　　（園芸用） 高床運搬車 ネギ管理機

ベストロボ（根葉切り）
ブームスプレーヤー

6年前（H23年）
5名

グランドソワー
マルチ張り機
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現状課題（今後の課題） 

「労力をかけているわりに儲からない」と永木さん。特にネギ、キャ

ベツともに雑草に悩まされており、身内やご近所さん、人材派遣センタ

ーなどに手取除草を依頼。それに伴い時間と費用も膨大に。雑草が多い

と、虫が寄ってきて病気にもかかりやすくなってしまいます。また収量

も下がってしまうため、雑草に負けてしまっては元も子もありません。

そのため、今年はキャベツ栽培にマルチを使用し抑草を行うなど徹底し

たコスト削減に取り組んでいます。また、永木さんからは「キャベツの

契約栽培もうまく栽培できれば軌道にのるはず」と話されました。 

 

将来展望（抱負） 

「園芸の面積を 10町まで増やしたい（現状 4.7町）。現状の人員では手一

杯だが、キャベツのマルチ栽培がうまくいけば今以上に面積拡大が見込める。

また直売所の拡大も考えている。4年前から農舎横に設置。個人客だけでな

く近所の飲食店からも需要があるため、栽培面積を増やすと同時に直売所で

の提供量も増やしていきたい」と意気込みを語られました。 

 

 

 

 

ＪＡへの要望・期待 
 

「ＪＡによって乾燥代金や資材代金が異なるが、ある程度県下で統一された価格で組合員に提供してほしい。単

体での価格差は小さくても、規模が大きくなればコストも大分差が出てきてしまう」とのこと。一方、「ＴＡＣの山

田さんからは手厚い指導をしてもらっている」とも話され、山田主任への信頼の高さが伺えました。 

 
         

   

6月 15日、県内の農林水産物をＰＲし、地産地消の推進を呼びかける 

『福井ふれあい特産市』が今年新たに福井駅前ハピリン広場にて開催さ 

れました。特産市は今年で 11年目を迎え、この日は旬の食材を求めて大 

勢の買物客が訪れるなど賑わいをみせました。 

ＪＡグループでは、福井の新ブランド米“いちほまれ”のおにぎりが 

無料配布されたほか、ＪＡ女性 

部がキッチンカーを使い“いち 

ほまれ”と“県産レタスの卵スープ”の試食会を実施するなど、人気を

集めました。引き続き、特産市は県内 7ＪＡのファーマーズマーケットで

11 月まで開催され、地産地消やごはん食の大切さをＰＲする予定となっ

てます。 

↑ 

（今年初めての取組として畝立時にマルチを張る永木さん） 

←（農舎横にある直売所） 

（園芸用に導入した高床運搬車）→ 



   

 
 

 

組合員トータルサポートセンターでは年間を通じ、『担い手対応レベルアップ講習会（3STAC）』を開催しています。

ＪＡの担い手担当者を対象に、担い手農家の経営改善に向けた提案のための簿記や税務、対人折衝力などを養うこ

とを目的に、年間 8回の講座のうち第 6回までが開催されています。 

7月 10日～11日にかけては、11人が参加し「農業経営分析および経営分析提案書の作成方法について」アグリビ

ジネス・ソリューションズ㈱の西山由美子税理士から講義を受けました。担い手農家の経営状態を把握できるよう

にするため、財務諸表の特徴を示し、貸借対照表や損益計算書、製造原価報告書の作成、見方について学びました。

参加者は経営が安定しているかどうかを見分けるポイントを聞き、実際に演習問題を解いて、経営改善のポイント

を探りました。 

また、7月 28 日にはＪＡグループ石川のスーパーＴＡＣ育成研修会と合同で「担い手対応におけるヒューマンス

キルの向上」をテーマに㈱ＪＯＪＯ代表取締役の舟木健治氏から講義を受けました。ヒューマンスキルとは円滑な

人間関係を築くためのコミュニケーション能力で聴く力や伝える力、相手の立場で物事を考える力のことで、講習

ではグループに分かれて場面設定に基づいたロールプレイングなどを行いました。 

3Ｓとは Super（優れた）、Special（特別な）、Survive（生き残る）の頭文字から取って付けており、参加して

いる担当者は今後、実際に担い手先への経営分析提案活動の実践に取り組むこととなっています。なお、来年 1 月

には、これらの活動について成果発表を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も県下ＪＡグループあげて担い手農家に訪問し、ＪＡへの米の出荷を呼び掛ける

『米集荷運動』に取り組みました。7月 3日、ＪＡ福井市・花咲ふくいでの推進を皮切

りに、各ＪＡ部課長・ＴＡＣ、連合会役職員らが同行し巡回を実施。ＪＡ福井市、永平

寺、若狭からは役員も参加し、生産現場からの声に耳を傾けました。 

訪問時には作業が忙しいにも関わらず、家の

中に招き入れて頂いたりするなど、じっくり話

し合うことができました。また、担い手農家の

皆さんからは“平成 30年以降の方向性”や“い

ちほまれの方針”、“米価”などに関しての関心

が高く、多くの意見を賜りました。なお、この推進運動では約 260先の担い

手農家を訪問（8月末時点）しました。ご協力いただいたＪＡの皆さん、ありがとうございました。 

 

〔7/10～11にかけては「経営分析」（左）、7/28は「ヒューマンスキルの向上」（右）をテーマに講義〕 



 

 

 

6月 14日、永平寺町主催の『ニンニク収穫体験』が上志比地区にて行われました。 

毎年、農林高校の学生がボランティアで体験に来られ、農業への親しみをもっていた 

だいているそうです。 

ニンニク生産技術研究会の南保会長は「学生さんが応援に来てくれることは生産者も非常に楽しみにしており、

また手作業が多い作物なので貴重な人材である」と挨拶。また、生育については「昨年は悪天候の影響で反収 1 ㌧

をきってしまったが、今年は 1㌧を十分に超えられるだろう」と話されていました。 

作業は 3班に分かれて、ニンニク生産技術研究会に所属している生産者の方々

の圃場へそれぞれ移動。牧福島の圃場では、すでに収穫されたニンニクが土の上

に並べて乾燥させてあり専用の根切り鋏を手に、ニンニクの根っこと余分な茎を

切っていく作業を行いました。また、少し離れた場所では自動選別機を使って根

切りをしたニンニクをサイズ別に分けていきました。不良品が間違って出荷され

ないためにもこの作業が一番大事ということで、自動で分類されたニンニクは、

さらに学生らが選別板を使って丁寧に選別を行いました。このニンニクはＪＡ永

平寺の直売所や道の駅で販売予定とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 21日、ＪＡ越前丹生清水カントリーにて『平成 29年産福井米の初

出荷式』が行われました。ＪＡ福井県五連を代表し、挨拶にたった田波会

長は「米価は 3年前のどん底から持ち直している。これは皆さんが生産調

整を行っていただいた結果（価格）だと思っている。一粒でも有利販売で

きるよう頑張っていきたい」と述べられました。 

式典では、ハナエチゼンの検査概要について、全量一等米で胴割米も少

ないとのことが報告されました。また、ライスレディからは、安全・安心

な福井米を全国各地に広め、ごはん食の大切さや新ブランド米“いちほま

れ”を全力でＰＲしていくことが宣言されました。 

一方、例年新米を詰めた樽の「鏡開き」で初出荷を迎えていましたが、今年は紅白鎌

を手に持ち、テープカットならぬ“わら縄カット”でお祝いを行いました。フィナー

レは地元園児らがトラック運転手にしゃもじ形の交通安全お守りを手渡し、新米を乗

せたトラックが出発しました。 

 
 
 

↑ 

（圃場を提供していただいた生産者の方々） 



 

 
 

6 月 28 日、ＪＡ若狭本店にてアグリネット会員を対象とした『収

入保険制度・農業機械の安全講習会』が行われ、管内の担い手農家約

30名が参加しました。 

講習では、「収入保険制度について」ＮＯＳＡＩ福井から新制度の

概要や共済制度の見直し、今後のスケジュールなどに関して説明を受

けました。今後は農業災害補償法成立後に再度、決定事項の詳細につ

いて説明を行うとのことです。次に、当サポートセンターより農機具傷害共済について説明を行いました。農作業

中に発生し得る様々なリスクを説明するとともに、ＪＡ共済で取り扱っている農作業中傷害共済、特定農機具傷害

共済、自動車共済について紹介。講習の最後は、実際にコンバインを使用した「安全講習」を行い、事前点検のポ

イントなどについて実技を学びました。参加者はメモをとるなど熱心に聞き入っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回取材に伺った永木さんに後日、伺うと農舎に新しい仲間（野

良ちゃん？）が増えていました。これからも永木さんに益々訪問

したくなってしまいます。永木さんは 

やっぱり人だけじゃなくて動物までも 

引き付ける魅力があるのかな。（ＴＫ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


